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南蔵王山麓「風の小屋」より・…・

春のまぶしい光が部屋の中に差し込んで、心のこもった手料理を

囲んだみんなの顔がほころびます。今日は、近所のお年寄りを迎え

ての楽しい昼食会です。

南蔵王高原1・2・3の会は、障害のある人もない人も、お年寄

りも若者も、共に生き共にあゆんで行くことを地域の中で探ってい

こうと、平成3年1月に発足しました。誰もが分け隔てなく集い、

楽しめるログハウスも一昨年に完成。会のシンボルであり、活動の

拠点となっています。会員み・んなで丸太材の皮むきから始まり、危

険を伴うチェーンソー・ワークや重機を使う組み上げ以外の大部分

を手づくりで仕上げました。

現在の会員は400名弱。毎月1回の「ログ端会議」や「星を見

る会」で交流を深めています。今後は豊かな自然を観察する「歩こ

う会」なども計画しているそうです。
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春の4大まっり最高潮！

コンクール会場には工人の力かこ・もった作品がずらり

●白石市民春まつり

●全日本こけし

　　　　コンクール

●白石温麺まつり

●全日本テレホン
　　カードまつり
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ゴールデンウィーク期間中、白石市内はまつり一色に染まりました。

5月3日の春まつりでは、山車、大人・小供のみこしパレード、甲

胃武者行列と一日中にぎわいました。伝統あるこけしコンクールで
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け
し
「
山
路
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女
性
の
内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞
は
、
コ

ン
ク
ー
ル
史
上
三
人
目
の
快
挙
で
す
。
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の
作
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桜
の
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の

素
材
を
巧
み
に
生
か
し
、
形
態
、
描
彩

と
も
に
完
成
度
の
高
い
出
色
の
出
来
」

と
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
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箇猫第颪刻錯翔嚢懸実施

訓
練
の
内
容

　
「
六
月
十
一
日
午
前
九
時
頃
、
宮
城

県
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

七
・
五
と
推
定
さ
れ
る
大
規
模
な
地
震

が
発
生
し
た
。
こ
の
た
め
市
内
各
地
で

家
屋
が
倒
壊
し
、
公
共
施
設
が
損
壊
し

た
。
さ
ら
に
、
白
石
第
一
小
学
校
一
階

湯
沸
室
か
ら
出
火
延
焼
拡
大
し
、
逃
げ

遅
れ
た
児
童
と
教
諭
が
校
舎
屋
上
に
避

難
し
、
救
出
を
求
め
て
い
る
。
」
と
の

想
定
に
よ
り
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
防
災
訓
練

の
詳
し
い
こ

と
は
、
生
活

環
境
課
交
通

防
災
係
豊
二

五
ー
二
一
一

一
（
内
線
）

六
五
三
へ
．
）

　
午
前
九
時
に
市
内
一
斉
に
サ
イ
レ
ン

や
鐘
を
鳴
ら
し
て
訓
練
の
開
始
を
市
民

の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
主
会
場
と
な
る
白
石
第
一
小
学
校
で

は
、
住
民
の
避
難
訓
練
や
自
衛
隊
の
ヘ

リ
に
よ
る
校
舎
屋
上
か
ら
の
救
出
訓
練
、

火
災
車
両
か
ら
の
救
出
訓
練
や
一
斉
放

水
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
炊
き
出
し
訓
練
、

煙
中
避
難
訓
練
、
電
話
・
電
力
・
ガ
ス
・

上
下
水
道
施
設
な
ど
の
応
急
復
旧
訓
練

が
行
わ
れ
ま
す
。
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7謹騰纏響手

　　近所の人たちと集団
8で、まず決められた集

　　合場所に。

　　避難場所へ移動すると
9き、狭い道・塀ぎわ・

　　川べりなどは避ける。

lo鎌弊れた避難

．1童灘蕩あ薯2
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二3㌶獄鰹ず

　O　荷物は劉、限の
　　　　　4もの1こ。

　　　　　5畿響に

　
六
月
十
二
日
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
日
に
は
、
昭
和

五
士
一
一
年
六
月
十
二
日
に
発
生
し
た
宮
城
県
沖
地
震
を
教
訓
と
し
て
、

県
下
一
斉
に
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
白
石
市
で
は
、
今
年
は
十
二
日
が
小
学
校
の
休
校
日
と
市
役
所
の

閉
庁
日
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
前
日
の
十
『
日
午
前
九
時
か
ら
十
一

時
三
十
分
ま
で
の
間
、
白
石
第
一
小
学
校
で
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。

≡
≡

■＝
■
ー

大鷹沢小学校

大鷹沢公民館

大鷹沢体育館

大鷹沢保育園

白III小学校

白川中学校

白川公民館

白川保育園

福岡小学校

福岡中学校

福岡公民館

北保育園
深谷小学校

深谷公民館

深谷保育園

八宮分校
長峰分校
不忘分校
蔵土分校

白石第一小学校

白石第一幼稚園

白石第一児童館

市民体育館
白石女子高等学校

西　保　育　園

所役市

校分住三

小原小学校

小原中学校

小原公民館

小原保育園

中央公園
益岡公園（含　野球場1

自石川緑地公園

鎌先公園

勤労青少年ホーム

白石高等学校

白石中学校

南保育園
白石第二幼稚園

働く婦人の家

白石第二小学校

白石市中央公民館

白石工業高等学校

白石市鷹ノ巣地区コ
ミュニティセンター

東保育園
東中学校
越河小学校

南中学校
越河公民館
越河保育園

斎川小学校
斎川公民館
大平小学校
大平公民館



ム，A，！まちかど・
みなさんからの素敵な

情報を待ってます

八ッピーエンドの

　こぶとりじいさん

　耳や言葉の不自由な人達との交流

を目指して5月9日、白石市中央公

民館で第7回手話劇が上演されまし

た。「白石しらゆり会手話サークル」

（大森啓子会長）の会員を中心とし

た白石手話劇実行委貝会（村上要二

委員長）が企画し、高校生や主婦50

人が準備に協力しました。

　ろうあ者でもわかるパントマイム

落語や手話の歌など盛F）沢山。メイ

ンの手話劇「こぶと臣）じいさん」で

は、むっつりじいさんのこぶも取れ

るというハッピーエンドの結末。笑

いあ1）、涙ありの2時間でした。

奉仕の誓い新たに

　国際ロータリークラブ第2810地区

（宮城）の年次大会が4月17日、白

石市民会館で開かれました。大会に

は県内40のロータリークラブから約

1，000入が参加。総会、シンポジウ

ムなど多彩な催しを通して、奉仕の

誓いを新たにしていました．

　また記念事業として、白石城への

復元寄付を始め、市内で社会福祉や

自然保護活動に積極的に取1）組んで

いる7団体を表彰しました。
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の5月5日には、初節句の行事が行

われ、庭先で笹まき作りの実演と試

食会があ1）ました。

　食べたことはあっても、作るのは

初めてという人もいて、指導した食

生活改善推進員に上手に作るこつを

聞きながら熱心にメモするなど、昔

ながらの技と味を楽しみました。

　自分で作った笹まきはきっと、い

にしえのロマンの味がしたことでし

よつ。
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　去る4月27日、武家屋敷通りの一

角に片倉家中武家屋敷「旧小関家」

の修復が完了し、関係者60入が出席

して落成式が行われました。式の後

はオープン記念として一般に無料開

放され、当日と翌日の2日間で、約

1000人の方々が見学に訪れました。

　また、ゴールデンウィーク最終日

人材の拠点がリフレッシュ

八ローワーク白石新庁舎落成

　建物の老朽化を解消しようと、昨

年9月から工事を進めていた白石公

共職業安定所（パローワータ白石）

が完成し、5月14日落成式が行われ

ました。

　一市二町を代表して、川井市長が

「鷹巣土地区画整理事業など白石の新

しい町づくりの中心に立地された。今後

の方向づけとなる」と激励しました。

　建設地は白石駅東側の銚子ヶ森地

内。鉄筋コンタリート2階建て、延

べ床面積564m2で、総事業費1億7，200

万円。

’旧一ワ晶謄藷落臨試

襲櫨、

耀
鑑
響

饗
嘱
量
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毫
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素朴なまつりがなつかしい

　福岡三住地区の春まつりが5月9

日、三住出雲神杜前で開かれ、三住

分校児童全貝が手作1）の花みこしを

担ぎ、まつ1）を盛1）上げました。

　三住の春まつ1）は、昭和47年に地

区民の浄財で出雲神社を建てたのを

きっかけに、毎年開かれている伝統

行事。神事で身を清めた後、神社み

こしを先頭に地区を練1）歩きました。

　また研修センターでは婦人会の踊

りも披露され、盛んな拍手が送られ

ていました。

城下町の清流をいつまでも

　好天に恵まれた5月12日、西保育

園児27名が白石益岡ライオンズタラ

ブ（佐竹利会長）の用意した鯉100

匹を、市民会館前の沢端川に放流し

ました。クラブ会員と「沢端川の鯉

と水を守る会」　（松野金夫会長）の

ボランティアの方々が見守るなか、

初めて触れる鯉に園児たちはおっか

なびっくり。

　かわいらしい歓声と色鮮やかな鯉

が川面に泳ぐ、初夏のひとコマでし

た。放流された鯉とともに、美しい

川を愛する心もすくすくと育ってく

講貯、さ
だ
　
　
　
　
　
　
臨

100歳おめでとうこざいます

　5月7日、めでたく100歳の誕生
日を迎えられた弥治郎東の佐藤福治

さんを川井市長が訪問して、松竹梅

敬老祝金100万円と祝い状を贈1）ま

した。

曳
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　とてもお元気そうな福治さんは、

ラジオで歌を聞いて過ごすのが日課。

「このごろは、昔のことを思い出す。

鉄砲を担いで山歩きもした。山鳥や

たぬき、うさぎをとったもんだ。熊

を仕留められなかったのが残念だっ

たな司と、100歳になった心境を語っ

てくれました。

市
長
室
の
本
棚
に
何
冊
も
の
計
画
書
が
納
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
計
画
通
リ
に
事
業
が
実

現
さ
れ
た
幸
せ
な
も
の
も
あ
る
し
、

実
現
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
単
に
ぺ

ー
パ
ー
プ
ラ
ン
に
終
わ
っ
た
不
幸

な
も
の
も
あ
る
。

「
上
戸
沢
の
町
並
」
計
画
書
は
、

不
幸
に
も
立
案
時
に
実
施
が
見
送

ら
れ
、
私
も
就
任
当
時
か
ら
常
に

座
右
に
置
き
、
折
に
触
れ
て
検
討

し
た
が
、
遂
に
実
現
さ
れ
る
こ
と

が
な
か
っ
た
。

　
現
在
の
日
本
で
は
、
他
の
都
市

に
対
し
、
ど
れ
ほ
ど
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
持
ち
得
る
か
が
都
市

間
競
争
に
勝
ち
抜
く
鍵
と
な
る
。

　
都
市
の
個
性
の
第
　
は
自
然
の

豊
か
さ
で
あ
ろ
う
。
故
郷
の
ま
ち

を
流
れ
る
清
流
、
周
囲
を
取
り
巻

く
稜
線
、
空
に
広
が
る
緑
と
い
っ

芸
能
、
娯
楽
、
さ
ら
に
は
建
物
と
い
っ
た
、
そ
の

ま
ち
自
ら
が
歴
史
の
中
で
育
ん
で
き
た
文
化
は
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
に
と
っ
て
か
け

．謬勤

■忘れずの町並み■

た
自
然
景
観
は
大
き
な
魅
力
で
あ
る
。

第
二
は
歴
史
で
あ
る
。
伝
統
的
な
工
芸
、
芸
術
、

動
き
に
誘
発
さ
れ
て
昭
和
五
十
年
、

文
化
財
と
し
て
伝
統
的
建
造
物
群
を
追
加
し

が
え
の
な
い
も
の

で
あ
る
。

　
日
本
の
「
町
並

み
保
存
」
は
昭
和

四
十
三
年
、
木
曽

の
妻
籠
で
始
ま
っ

た
と
い
わ
れ
る
。

交
通
の
近
代
化
が

宿
場
町
の
機
能
を

失
わ
せ
た
時
、
妻

籠
の
町
並
み
の
保

存
は
過
疎
化
の
波

を
食
止
め
、
多
く

の
観
光
客
を
集
め

た
。
金
沢
や
倉
敷

が
こ
れ
に
続
き
、

こ
れ
ら
自
治
体
の

　
国
は
新
た
に

　
　
　
　
、
国

に
よ
る
「
町
並
み
保
存
」
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。最

初
の
「
町
並
み
保
存
」
の
一
つ
に
指
定
さ
れ

た
の
が
上
戸
沢
の
集
落
で
あ
る
。
市
の
教
育
委
員

会
は
調
査
及
び
報
告
書
作
成
を
東
北
大
学
教
授
の

佐
藤
巧
氏
に
委
嘱
し
、
報
告
書
及
び
町
並
み
保
存
修

景
計
画
図
が
で
き
た
。
し
か
し
、
様
々
な
事
情
に

よ
り
こ
の
計
画
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
二
十
年
近
い
年
月
の
間
に
、
か
つ
て
の

上
戸
沢
の
面
影
は
徐
々
に
失
わ
れ
て
い
っ
た
。

　
過
日
、
そ
の
町
並
み
の
中
心
と
も
い
う
べ
き
旧

検
断
家
、
準
本
陣
家
で
あ
る
木
村
常
吉
さ
ん
の
家

　
　
　
　
h
」
b
｝
　
　
　
　
、
　
　
　
肇
．
－
　
£
、
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
馨

　
　
　
　
　
　
－
．
＼

　
、
綬
織

謙

露　　　－
　　　　　　　　　　　　　　　」　　．［イ
　　　　　　　　　　　　　　ー
　　　　　　　　　　　　　　一　旧検断・木村家を調査する佐藤教授

が
取
り
壊
さ
れ
る
と
い
う
情
報
が
入
っ
た
。
教
育

委
貝
会
は
急
き
ょ
木
村
さ
ん
と
の
話
し
合
い
を
持

ち
、
将
来
復
元
す
る
と
い
う
約
束
の
下
に
、
こ
の

屋
敷
、
備
品
等
を
市
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
。

　
民
家
の
保
存
で
一
番
良
い
の
は
、
そ
の
ま
ま
の

状
態
で
住
む
こ
と
で
あ
り
、
次
に
、
同
じ
場
所
に

保
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ど
う
し
て
も
で
き
な
い

場
合
は
、
そ
の
家
を
別
に
移
す
こ
と
に
な
る
。
市

は
木
村
家
を
将
来
ス
パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
に

復
元
す
る
。
更
に
市
の
数
軒
の
古
民
家
を
移
転
、

保
存
し
、
街
道
の
集
落
を
テ
ー
マ
と
し
た
公
園
づ

く
り
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
金
沢
工
業
大
学
助
教
授
の
土
屋
敦
夫
氏
は
、
そ

の
レ
ポ
ー
ト
の
中
で
「
文
化
財
と
し
て
の
歴
史
的

環
境
の
保
存
に
は
自
ず
か
ら
限
度
が
あ
る
」
と
し

て
、
　
「
今
後
歴
史
的
環
境
の
保
存
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
中
に
き
ち
ん
と
位
置
付
け
て
再
活
用
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。

　
歴
史
的
な
建
造
物
を
、
ま
ち
の
個
性
主
張
の
核

と
し
て
、
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
い
ろ
い
ろ
な
活
用
を
考
え
る
と
い
う
こ
と

も
一
つ
の
手
法
で
あ
ろ
う
。
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茶
サ
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（
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、
し
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私
が
煎
茶
道
に
魅
せ
ら
れ
た
の
は
、

今
か
ら
十
七
年
ば
か
り
前
の
こ
と
。
藍

色
の
茶
具
敷
の
上
に
整
然
と
並
べ
ら
れ

た
お
道
具
を
一
見
し
た
と
き
か
ら
で
し

た
。

　
初
め
て
目
に
す
る
白
磁
の
涼
炉
は
、

落
ち
着
き
の
な
か
に
も
爽
や
か
さ
を
感

じ
さ
せ
、
し
ゅ
ん
し
ゅ
ん
と
音
を
た
て

る
ボ
ー
ブ
ラ
（
湯
沸
か
し
）
の
下
に
並

べ
ら
れ
た
水
差
し
と
建
水
が
鮮
や
か
に

私
の
目
に
映
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
来
ず
っ
と
煎
茶
道
に
浸
っ
て

い
ま
す
。
言
わ
ば
初
め
て
出
会
っ
た
お

茶
道
具
に
魅
せ
ら
れ
、
引
き
込
ま
れ
た

と
い
え
ま
し
ょ
う
か
。

　
さ
ら
に
お
手
前
に
至
っ
て
は
、
そ
の

一
つ
ひ
と
つ
が
お
茶
の
出
具
合
を
整
え

る
し
ぐ
さ
で
あ
り
、
茶
の
色
、
味
、
香

り
の
三
拍
手
を
共
に
揃
え
て
く
れ
る
作

法
で
す
。

何
よ
り
も
楽
し
い
こ
と
は
、
サ
ー
ク

ル
の
み
ん
な
と
和
や
か
に
、
あ
る
と
き

は
真
剣
に
、
ま
た
旅
先
で
の
面
白
い
話

縄

写真と文

東北植物研究会

上野雄規
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な
ど
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
味

わ
え
る
こ
と
で
す
。

　
毎
年
五
月
の
若
葉
の
季
節
に
行
わ
れ

る
城
の
会
の
野
点
茶
会
と
、
十
一
月
の
　
・

婦
人
の
家
ま
つ
り
の
茶
会
に
は
、
指
導

を
お
願
い
し
て
い
る
平
田
操
園
先
生
の

も
と
、
私
の
属
す
る
し
ゃ
く
な
げ
会
の

ほ
か
に
、
茶
和
会
、
チ
ェ
リ
ー
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
す
。

　
入
会
さ
れ
た
い
方
は
、
い
つ
で
も
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
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子
ど
も
の
頃
、
　
「
四
つ
葉
の
ク
ロ

ー
バ
ー
を
見
つ
け
る
と
幸
福
が
訪
れ

る
」
と
信
じ
、
友
と
道
端
に
座
し
て

葉
を
追
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

誰
に
教
わ
る
わ
け
で
も
な
く
、
ク

ロ
ー
バ
ー
の
花
で
首
飾
り
や
冠
、
腕

飾
り
を
編
ん
だ
初
夏
の
日
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
れ
を
蛇
に
見
立
て
て
長
さ

虎岩下のシロツメクサ

な
い
よ
う
に
外
箱
と
内
箱
を
二
重
に

し
、詰

め
て
あ
っ
た
。

た
種
を
蒔
い
た
と
こ
ろ
、

花
と
実
を
つ
け
た
と
い
う

　
明
治
初
期
に
は
『
小
石
川
植
物
園
幹

目
録
』

し
、ク

ロ
ー
バ
i
）

の
畜
産
振
興
の
一
躍
を
担
’
た
。
白
亭

石
地
方
に
は
こ
窟
の
帰
化
種
と
」

て
他
に
タ
チ
オ
ラ
ン
ダ
ゲ
ン
ゲ
や
べ
M

ニ
バ
ナ
ツ
メ
ク
サ
が
あ
有
　
　
偶

先
の
首
飾
＆
響
一
擢
わ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

ず
、
ま
し
て
セ
ロ
テ
ー
プ
で
止
め
る
鴬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

こ
と
な
ど
な
し
に
編
み
上
げ
ら
れ
る
・
酔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幹

こ
の
遊
び
は
、
千
変
万
化
す
る
お
も
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
V

　
　
　
　
　
　
．
．
．
．
9
．
◆
3
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ

を
競
っ
た
り
も
し
た
。
　
　
　
　
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
じ

。
鷺
握
鯉
錫
欝
髪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂

弘
化
三
年
に
オ
ラ
ン
ダ
よ
り
入
幹

っ
た
帰
化
植
物
で
あ
る
。
本
や
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幹

器
を
贈
ら
れ
た
と
き
、
破
損
し
醒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂

さ
ら
に
中
の
隙
間
に
枯
れ
草
盈

　
　
　
　
そ
れ
に
付
い
て
い
幹

　
　
　
　
　
　
そ
の
年
に
　

　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幹

　
（
十
～
十
二
年
）
に
も
登
場
酔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M

そ
の
後
各
地
に
広
が
．
沸
轟

一
方
、
ア
カ
ツ
メ
タ
サ
（
レ
、
ド
酔

　
　
　
は
こ
れ
よ
り
後
に
牧
醗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂

ち
ゃ
洪
水
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

今
も
子
ど
も
の
文
化
と
し
て
定
着
し

て
い
る
。

　
自
然
物
を
材
料
に
し
て
創
作
し
た

先
人
の
知
恵
を
、
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
の

野
原
と
共
に
絶
や
す
こ
と
な
く
子
ら

に
伝
え
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

り仕事について

　事務の仕事をしています。そそっかしい性格

なので、計算などまちがえないように、電話応

対はお客様に失礼のないように心がけています。

今年4月から勤めたばか1）なので、早く仕事に

慣れるように毎日がんばっています。

り今夢中になっていること

　今年から、生け花と着付けを習い始めました。

はやくひと1）で着物を着られるようになれたら

いいなあ、と思っています。

響
町
，

蔵王GL株式会社

阿部　和恵さん

　（20歳・越河）

り夢や目標

　時間ができたら、どこか遠くへのんび1）と旅

行したいです。

り白石市に望むこと

　若い人が、もっと楽しめるようなところが欲

しいですね。

り理想のタイプ

　明るくて行動力がある優しい人が理想です。

●●●●●●●●●●●●●●

灘習　半沢寛栄さん
　　　　　　（白石市大平威徳寺）

　昭和47年に福祉センターができ、そこで書道

の講師を10年間しておりましたが、教えるばか

1）でなく、自分でも技能を高めなければいけな

いと思い、昭和50年79歳のときに師範免許を、

さらに3年かけて4・5・6段を取得しました。

　今は大平公民館で書道と水墨画を担当してお

1）ますが、受講生の方々と一緒に筆をとってい

ると、雑念とか死への恐れも消え失せ、まさに

楽しいひとときを堪能しています。

岡
幽
川
股
兵
三
選

　
峡
深
き
田
に
春
の
陽
の
そ
そ
ぐ
な
か
堆
肥
を
散
ら
す

　
の
ど
か

　
人
長
閑
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
う
こ
ん

　
入
園
の
孫
を
し
き
り
に
写
し
居
る
子
の
弾
む
声
家
中

　
に
満
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
ひ
で

　
種
を
播
く
夫
の
帽
子
に
白
き
蝶
止
る
と
も
な
く
飛
び

　
て
す
ぎ
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
静
枝

　
大
学
を
九
＋
え
し
外
孫
母
と
来
て
就
職
の
名
刺
わ
れ
に

　
見
せ
居
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
三
郎

　
朝
露
に
手
折
り
来
た
り
し
野
あ
ざ
み
を
光
射
込
む
部

　
室
に
挿
し
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
宮
　
き
み

　
夫
逝
き
て
四
た
び
の
春
に
沈
丁
花
匂
ひ
し
る
け
く
在

　
り
し
日
偲
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
　
澄
子

角
野
原
走
る
若
駒
美
し
く
な
び
く
た
て
髪
春
風
に
舞

r
　
　
　
　
　
　
ホ

う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

淡
々
と
萌
黄
と
な
れ
る
山
峡
に
萬
作
の
花
ひ
そ
と
す

ぎ
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
重
子

今
は
亡
き
息
子
残
せ
し
一
冊
の
ノ
ー
ト
の
文
字
に
心

う
た
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
り
し
づ
か

盛
り
あ
が
る
枯
葉
を
わ
け
る
夫
の
声
一
人
静
の
株
立

ち
て
居
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

「
評
」
今
月
の
作
品
は
、
生
命
が
躍
動
す
る
春
、
野

も
山
も
草
木
に
至
る
ま
で
歌
材
と
な
り
誰
れ
し
も
が

春
を
待
つ
よ
ろ
こ
ぴ
か
詠
ま
れ
て
明
る
い
歌
が
多
か

っ
た
。
花
も
散
り
萌
黄
色
に
山
が
緑
を
変
え
て
ゆ
く

季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
、
見
る
こ
と
の
で
き
る
の
も

歌
を
詠
む
も
の
の
よ
ろ
こ
び
で
あ
ろ
う
。

岡
幽
鈴
木
－
二
選

釈
迦
牟
尼
の
浬
繋
の
面
の
ゆ
た
か
な
り
佐
藤
　
周
子

鰍
喩
み
の
母
も
老
い
け
り
啄
木
忌
　
　
鈴
木
　
民
子

噸
り
や
古
墳
の
丘
の
遊
歩
道
　
　
　
　
岩
沢
　
伍
峯

ナ
ツ
メ
ロ
が
心
に
し
み
し
春
の
育
　
　
加
藤
二
三
子

無
人
駅
往
時
の
ま
ま
に
桜
咲
く
　
　
　
八
島
　
三
郎

落
ち
そ
う
な
材
木
岩
の
花
つ
つ
じ
　
　
高
橋
　
正
雄

つ
つ
が
な
く
晴
耕
の
日
に
今
日
も
ま
た
若
桑
げ
ん
じ

菊
根
分
け
老
に
は
多
き
独
り
言
　
　
　
三
浦
　
愛
嶺

春
耕
の
翁
に
道
を
尋
ね
も
し
　
　
　
　
日
下
　
　
文

湯
女
が
行
く
崖
に
道
あ
り
山
桜
　
　
　
佐
藤
　
善
夫

「
評
」
一
句
目
、
浬
繋
図
に
横
た
わ
っ
て
お
ら
れ
る

釈
迦
の
顔
は
白
く
ゆ
た
か
で
温
厚
で
あ
る
。
二
句
目
、

老
齢
に
な
っ
て
も
歌
を
詠
ま
れ
る
母
堂
、
啄
木
も
歌

入
で
あ
っ
た
。
三
句
目
、
古
墳
の
丘
の
遊
歩
道
は
噂

り
が
さ
か
ん
で
あ
っ
た
。

六
月
例
会
は
六
月
二
十
七
日
中
央
公
民
館
で
行
い

ま
す
。囲

幽
鈴
木
誤
差
選

天
か
ら
の
恵
み
に
感
謝
し
て
雨
読
　
　
斎
藤
夢
太
郎

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ン
と
な
っ
て
恋
も
入
れ
佐
藤
　
武
雄

ー
ー
旨
」

こ
ろ
り
地
蔵
撫
で
撫
で
さ
れ
て
黒
光
り
大
沼
　
妙
子

P
K
O
善
意
の
星
が
一
つ
消
え
　
　
　
近
江
孫
太
郎

盃
へ
昔
話
が
溶
け
て
ゆ
き
　
　
　
　
　
草
野

木
で
で
き
た
橋
無
く
な
っ
て
ま
だ
木
ヘ
ン
宍
戸

我
が
党
の
人
権
だ
け
を
よ
く
守
り
　
　
斎
藤

気
に
い
ら
ぬ
髪
型
ぢ
い
さ
ん
だ
け
が
褒
め
八
嶋

旅
先
で
知
っ
た
ぬ
く
も
η
フ
ル
ム
ー
ン
米
沢

ひ
と
山
が
煙
と
消
え
た
金
バ
ッ
ジ
　
　
四
竈

「
評
」
一
句
目
、
雨
の
季
節
が
も
う
す
ぐ
。

負
ケ
ズ
読
書
を
し
よ
う
。

着
実
に
、
一
歩
一
歩
、

ネ
。
三
句
目
、
万
人
の
願
い
は
た
だ
一
つ
、

し
ま
な
い
よ
う
に
．
お
地
蔵
様
お
願
い
し
ま
す

（
投
稿
さ
れ
る
方
へ
）

　
　
　
　
　
雨
ニ
モ

雨
も
ま
た
愉
し
。
二
句
目
、

子
ど
も
は
成
長
す
る
の
で
す

　
　
　
　
　
余
り
苦

　りで口J二昭礼昭平　　太妙　苦す目、モ夫子男吉広清郎子

，一一＿＿　　　　＿一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
一
二
首
、
封
筒
ま
た
は
八
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
秘
書
広
報
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

広
報
広
聴
係
（
白
石
市
大
手
町
一
番
一
号
）
へ
。
　
　
一

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
一
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市
農
業
委
員
会
委
員

　
　
　
　
選
挙
を
行
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
白
石
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
○
平
成
五
年
七
月
十
九
日
任
期
満
了

　
　
　
　
　
と
な
る
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
を
次

　
　
　
　
　
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
選
挙
期
日
　
七
月
十
一
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
告
示
日
七
月
四
旦
日
）

　
　
　
　
　
　
選
挙
す
べ
き
委
員
の
数
　
十
二
人

團

7月11日（日）

　
○
立
候
補
予
定
者
に
対
す
る
説
明
会

を
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

ご
参
集
く
だ
さ
い
。

　
日
時
　
六
月
二
十
四
旦
木
）

　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

場
所
　
市
役
所
第
四
会
議
室

　
年
金
は
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い

　
国
民
年
金
制
度
は
、
働
く
世
代
が
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
年

寄
り
の
年
金
を
支
え
、
同
時
に
次
の
世

代
に
自
分
た
ち
も
支
え
ら
れ
て
い
く
と

い
う
「
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
」
の

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
だ
れ
も
が
い
ず
れ
年
を
と
り
ま
す
。

そ
の
時
年
金
が
支
給
さ
れ
、
生
活
が
支

え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
年
金
は
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ

る
も
の
で
す
。
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

は
、
「
自
分
の
た
め
、
み
ん
な
の
た
め
」
に

大
切
な
義
務
で
す
。
毎
月
の
保
険
料
は

忘
れ
ず
に
キ
チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
手
続
ぎ
を
お
忘
れ
な
く

　
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
方
で
、

厚
生
年
金
保
険
（
会
社
員
）
や
共
済
組

合
（
公
務
員
等
）
に
加
入
し
て
い
な
い

方
は
、
必
ず
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
生
も

当
然
加
入
で
す
。
手
続
き
は
、
ご
自
分

が
市
役
所
の
国
民
年
金
係
で
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
届
け
出
を
忘
れ
て
保
険
料
を
納
め
な

い
で
い
る
と
、
将
来
の
年
金
額
が
少
な

く
な
っ
た
り
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
手
続
き
は
、
忘
れ
ず
に

で
き
る
だ
け
早
く
行
い
ま
し
ょ
う
。

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に
〃
“

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、

毎
年
六
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
届
出
は
、
現
在
支
給
を
受
け
て

い
る
方
の
所
得
・
養
育
の
状
況
な
ど
を

届
け
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
手
当
が

受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
大
切

な
も
の
で
す
。
こ
の
現
況
届
の
提
出
が

な
い
場
合
は
、
次
回
の
支
払
分
か
ら
児

童
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
現
況
届
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
方

に
通
知
い
た
し
ま
す
）

〔
持
参
す
る
も
の
〕

　
①
通
知
書

　
②
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
印
）

　
③
受
給
者
（
原
則
と
し
て
父
親
）
名

　
義
の
預
金
通
帳

　
④
厚
生
年
金
，
共
済
年
金
等
に
加
入

　
し
て
い
る
方
は
、
同
封
の
「
年
金
加

　
入
証
明
書
」
に
会
社
か
ら
証
明
を
受

　
け
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
国
民
年

　
金
加
入
の
方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
市
民
課
市
民
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
月
は
児
童
手
当
の

　
　
　
　
　
　
支
給
月
で
す

　
今
月
は
、
平
成
五
年
二
月
分
か
ら
五

月
分
ま
で
の
四
か
月
分
の
児
童
手
当
が

振
り
込
み
に
な
り
ま
す
。
今
月
の
四
日
以

降
、
該
当
す
る
金
融
機
関
で
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
振
り
込
ま
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
市

民
課
市
民
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
内
線
）
～
三
三
臼
一
三

　
　
　
　
　
　
　
　
四

児童手当現況届受付日程表

月
　
　
日

6
月
2
2
日

6
月
2
3
日

6
月
2
4
日

6
月
2
5
日

6
月
2
8
日

地
区
名

大斎越

平川河

大
鷹
沢

白
　
川

小
　
原

福
　
岡

白
　
石

白
　
石

行

政

区

全

区

全

区

全

区

南
町
・
田
町
・
本
町
・
中
町
・
長
町
二
旦
理
町
・

短
ヶ
町
・
新
町
・
西
益
岡
・
中
益
岡
・
東
益
岡
・

清
水
小
路
・
寿
町
・
柳
町
・
本
郷
第
一
・
本
郷
第

二本
郷
第
三
・
本
郷
第
四
・
寿
山
・

旭
町
・
上
郡
山
・
郡
山
・
小
下
倉

緑
が
丘
・
鷹
巣

時
間

午前9時～午後3時

場
所

市役所第2会議室〔2階1

育てよう！人権思想

　
ε》

4
（
，
》

　
∩

診

　
人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
。
六
月
一
日
は
人
権

擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
白
石
市
で
は
、
次
の
方
々

に
人
権
擁
護
委
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

斎大細平渡山
藤野谷間辺崎

貞宏教　郁俊
三人雄治世男

延
命
寺
北
五
九

堂
場
前
二
二

福
岡
深
谷
字
山
神
こ
六

本
町
六
二

白
川
犬
卒
都
婆
四
八
－
二

城
北
町
六
t
一

二
五
ー
二
四
五
五

二
六
ー
二
〇
五
二

二
四
1
四
｝
五
〇

二
六
ー
三
四
七
三

二
七
－
二
〇
五
｝

二
五
1
］
一
九
一

沖縄・奄美・

小笠原へこ旅行

の皆様に

内移動

　
薗
．

害
虫
の
ま
ん
延
防
止
に

　
　
　
こ
協
力
く
だ
さ
い

　
沖
縄
・
奄
美
・
ト
カ
ラ
・
小
笠
原
に

は
、
農
作
物
に
被
害
を
与
え
る
特
別
な

害
虫
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

害
虫
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
に
、

一
部
の
果
物
や
野
菜
は
、
法
律
に
よ
っ

て
移
動
が
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご

注
音
心
く
だ
さ
い
。
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　予防注射・登録実施日程

日時6月15日（火）

－
一
雪

会　　場
健康センター

中央公民館
大鷹沢公民館

白川公民館
深谷公民館
福岡公民館
越河公民館
斎川公民館
大平公民館
小原公民館
福岡公民館

時　　　問

　8：50～　9：00

　9：20～　9：30

　9：50～10：00

10：20～10：30

10：50～11：00

11：20～11：30

13：30～13：40

14：00～14：10

14：30～14：40

15100～15：10

15：30～15：40

犬も家族の一員です。愛情と責任

をもって、人の迷惑にならないよ

うに負司いましょう。

　狂犬病予防注射と登録を追加で行

います。4月に予防注射を受けさせ

ることができなかった飼い主の方は、

最寄りの会場で必ず受けさせるよう

にしてください。

●日　時　6月15日（火）

●対象犬　生後91日以上で、4月以

　降予防注射・登録をしていないす

　べての犬。

●料金一頭につき5，000円

※この日程でも都合のつかない方は、

指定獣医師から予防注射を受け、生

活環境課で登録してください。

　詳しくは、健康センター内生活環

境課（内線）652へお問い合わせくだ

さい。

指定獣医師名・連絡先

電　　話
26－2235
25－2306

所　住

白石市字半沢屋敷前73

白石市寿山33－7

氏　 名

斎藤　好
菊地忠雄

　こんな場合、家計の負担を少しで

も軽くするために、次の条件に応じ

て国保から高額療養費が支給されま

す。

　そして自己負担額が5月1日から

引き上げられました。

　高額療養費の自己負担額が引き上

げられました。

　重い病気やけがなどで療養の期間

が長引いたり、医療費の自己負担額

が高額になったりすると、その支払

いは家計を直撃することにな1）ます。

①通常の高額療養費

　　一入の人が1か月に一つの医療機関に63，000円以上の医療費を自己負

　担して支払った場合は、その超えた額。

　　この場合、住民税非課税世帯の方は、35，400円を超えた額。

②世帯合算のケース

　　ーつの世帯で1か月に30，000円（住民税非課税世帯の方は、21，000円）

　以上の医療費の支払いが2回以上ある場合は、合算して63，000円（住民

　税非課税世帯の方は、35，400円）を超えた額。

㊧年4回以上の支払い

　　一つの世帯で高額療養費に該当する医療費を過去12か月間に4回以上

　支払った場合、4回目以降から37，200円を超えた額。

　　この場合、住民税非課税世帯の方は、24，600円を超えた額。

④長期療養を要する病気

　　人工透析や血友病など、高額の医療を長い期間受ける必要がある病気

　で、厚生大臣が指定するものについては、　「特定疾病療養受療証」を病

　院の窓口に提出すると、1か月10，000円以内の支払いですみます。

〈手続ぎ〉　保険証・印鑑・領収書・口座番号（世帯主の口座）を持参の

　　　　　うえ、健康センター内保健衛生課国民健康保険係（内線〉604・

　　　　　605へ。なお、手続き後約3か月で支給か受けられます．



國
7
幽

ワープロ教室

O日　時　6月23日（水）～24日（木）

　　　　午後7時～8時45分

○場所勤労青少年ホーム

○定員　10人（定員次第締め切り）

o受講料無料
O申し込み期間　6月18日（金）まで

テニス教室

○日時6月20日、7月ll日、8
　月15日、9月5日、10月17日、11

　月14日　計6回午前9時～正午

　（途中受講もO　Kです）

o場所岩崎テニスコート

o受講料無料
○申し込み方法

　電話及び直接来館のうえお申し込

みください。詳しくは勤労青少年ホ

ーム盈25－3720へ。

饗，難

　市では「自分の健康は自分で守ろ　　　したら、申し込まれた方々に受診票

う」を合言葉に、各種健康診査を実　　　をお送りしますので、忘れずに受診

施しています。　　　　　　　　　　してください。

　5月にお申し込みいただいた平成　　　O問い合わせ先

5年度の各種検診を下記により実施　　　　保健課予防係岱25－2111（内線）603

　検診料金・実施時期（予定）

　
気
候
が
よ
く
な
り
地
場
産
の
野
菜
、

山
菜
な
ど
の
出
荷
が
多
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
、
よ
り
よ
い
出
荷
の

仕
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
第
］
に
鮮
度
の
高
い
う
ち
に
出
荷
す

る
の
が
大
切
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
暑
く

な
り
、
新
鮮
な
野
菜
は
す
ぐ
に
弱
り
や

す
い
の
で
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
入
れ
る
な

・
ど
の
工
夫
が
必
要
で
す
。

　
第
二
に
品
質
と
大
き
さ
を
そ
ろ
え
る

こ
と
で
す
。
品
質
別
に
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
が
、
大
き
さ
の
違
う
場
合
（
L
・

M
・
S
）
は
そ
れ
ぞ
れ
に
分
け
て
出
す

よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
混
入
し

て
い
る
場
合
、
安
値
に
な
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
。

　
第
三
は
ビ
ニ
ー
ル
等
に
よ
る
包
装
は

な
る
べ
く
避
け
て
、
中
身
か
わ
か
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
以
上
で
す
が
、
新
鮮
な
地
場
産
の
野
・

菜
や
山
菜
を
み
な
さ
ま
の
家
庭
に
届
け

る
た
め
、
市
場
の
出
荷
に
こ
れ
か
ら
も

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
な
お
、
新
た
に
出

荷
希
望
の
方
は
、
白
石
青
果
費
二
五
－

一
二
六
一
・
二
五
－
八
四
二
四
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受診者負担金
　無　料

料無

40一一69歳1，000円（70歳以上無料）

頸かん30～69歳1，000円（70歳以上無料
体かん30～69歳1，000円（70歳以上無料

30－69歳1，000円（70歳以上無料）

料無

実施期間
（予定）

平成5年
8月～9月

平成5年

8月～9月

平成6年
2目～3月

平成5年

7月～8月

平成5年

　7月
平成5年

　9月

　対　象　者

16歳以上の市民で
職場、学校等で受
けない方全員

40歳以上の市民

検　　　診

結核健康診断

肺がん検診

40歳以上の市民胃かん検診

30歳以上の市民子宮がん検診

30歳以上の市民乳かん検診

56歳・60歳・64歳大腸がん検診

6月1日～10日までは電波利用保護旬間です

「
ル
ー
ル
守
っ
て

　
ク
リ
ー
ン
な
電
波
環
境
」

　
不
法
市
民
ラ
ジ
オ
、
不
法
パ
ー
ソ
ナ

ル
無
線
等
か
ら
発
射
さ
れ
る
不
法
電
波

は
、
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
に
対
す
る
受
信

障
害
ば
か
り
か
、
人
命
に
か
か
わ
る
重

要
無
線
通
信
を
妨
害
し
て
、
多
く
の
人

が
迷
惑
し
ま
す
。

　
無
線
機
は
許
可
を
受
け
、
正
し
く
使

い
ま
し
ょ
う
。

o
許
可
を
受
け
な
い
で
無
線
局
を
開
設

　
し
た
り
、
運
用
し
た
り
す
る
と
罰
せ

　
ら
れ
ま
す
。

○
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
機
や
パ
ー
ソ
ナ
ル

無
線
機
の
不
法
改
造
は
や
め
ま
し
ょ

・
つ
。

○
コ
ー
ド
レ
ス
電
話
は
認
定
マ
ー
ク
の

　
つ
い
た
も
の
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
郵
政
省
東
北
電
気
通
信
監
理
局

　
　
東
北
電
波
環
境
保
護
協
力
会

『
o
亘
口
塾
口
亘
o
o
o
o
亘
o
o
口
o
口
o
o
o
o
口
喚
貢
o
』
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水道の水は
Lきれいねおいしいね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曙

水
道
週
間
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六
月
一
日
～
七
日
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7
0
0
0
塗
o
o
亘
唾
o
o
o
阜
重
o
酢
唾
口
p
o
匙
り
〔
リ
ヱ
u
亘
し

糧
，
．
一
4

グ
　
　
、
－
　
老
　
メ

　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
月

　
　
　
　
　
　
今

　
　
，
－
L

中華風ちまき

●●

推進員

」さん

些
丹

　
〔
材
料
）
4
人
分

も
ち
米
3
カ
ッ
プ
、
干
し
い
た
け
4

枚
、
豚
肉
（
1
㎝
厚
）
㎜
織
に
ん

じ
ん
8
0
9
、
レ
ー
ズ
ン
大
さ
じ
2
～

3
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
大
さ
じ
2
～

3
、
出
し
汁
2
カ
ッ
プ
、
タ
ケ
の
皮

4
枚
、
調
味
料
（
塩
小
さ
じ
ー
、
醤

油
大
さ
じ
2
、
酒
大
さ
じ
2
、
砂
糖

小
さ
じ
ー
、
油
大
さ
じ
ー
）

〔
作
り
方
〕

●
も
ち
米
を
～
晩
水
に
つ
け
、
作
る

　
3
0
分
前
に
ざ
る
に
あ
げ
て
水
切
り

　
を
す
る
。

②
干
し
い
た
け
は
水
で
も
ど
し
て
ー

　
㎝
角
に
切
り
、
豚
肉
、
タ
ケ
ノ
コ
、

　
皮
を
む
い
た
に
ん
じ
ん
も
ー
㎝
角

　
　
　
　
　
　
肋

　
　
　
　
　
　
剛

　
　
　
　
　
　
予

　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
か

　
　
『

2か条毎日変化のある

　　　食生活を

同じようなメニューになり

がちな朝食と昼食の栄養のバ

ランスに気を配りましょう。

　
に
切
る
。

③
レ
ー
ズ
ン
は
ぬ
る
ま
湯
に
つ
け
て

　
も
ど
す
。
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
は
熱

　
湯
に
塩
少
量
を
入
れ
た
中
で
色
よ

　
く
ゆ
で
る
。

④
出
し
汁
に
調
味
料
を
加
え
て
混
ぜ

　
あ
わ
せ
る
。

0
中
華
鍋
に
油
大
さ
じ
ー
を
熱
し
て

　
②
の
具
を
妙
め
、
④
の
出
し
汁
を

　
加
え
て
ひ
と
煮
立
ち
し
た
ら
、
材

　
料
と
ス
ー
プ
を
全
部
ボ
ー
ル
に
入

　
れ
る
。

⑥
鍋
を
洗
い
再
び
火
に
か
け
、
油
大

　
さ
じ
3
を
熱
し
て
①
を
て
い
ね
い

　
に
妙
め
、
鍋
底
に
米
が
つ
く
よ
う

　
に
な
っ
た
ら
、
ボ
ー
ル
に
取
り
出

　
し
て
お
い
た
具
を
ス
ー
プ
ご
と
加

　
え
て
妙
め
煮
す
る
。

⑦
汁
が
な
く
な
っ
た
ら
火
を
止
め
、

　
③
を
混
ぜ
る
。

⑧
タ
ケ
の
皮
に
等
分
し
て
包
み
、
蒸

　
気
の
た
っ
た
む
し
器
に
ひ
と
並
べ

　
に
し
て
、
強
火
で
2
5
～
3
0
分
蒸
す
。

　
も
ち
米
に
芯
が
な
く
な
っ
た
ら
で

き
あ
が
り
　
　
　
L

園團團回

ヤソ

鴇
讐

ノ

』
　
　
　
写

売
を

　
　
翻

販
刀

　
　
オ

信
”

　
　
リ

通
外

　
仙
台
市
の
五
十
代
の
主
婦
は
、
テ
レ

ビ
シ
ョ
ッ
ビ
ン
グ
で
腕
時
計
を
申
し
込

ん
だ
が
、
届
い
た
品
が
テ
レ
ビ
で
見
た

の
と
大
き
く
違
い
、
返
品
を
考
え
た
も

の
の
代
金
は
支
払
い
済
で
、
途
方
に
く

れ
て
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
駆
け
込

ん
だ
。
通
信
販
売
の
場
合
、
返
品
特
約

の
あ
る
商
品
と
、
な
い
商
品
が
あ
る
こ

と
を
説
明
さ
れ
た
主
婦
が
一
緒
に
送
ら

れ
た
案
内
書
を
調
べ
て
み
る
と
、
商
品

が
届
い
て
八
日
以
内
で
あ
れ
ば
返
品
で

き
る
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

主
婦
が
返
品
す
る
と
、
三
週
問
後
に
代

金
が
返
金
さ
れ
、
無
事
解
決
し
た
。

　
通
信
販
売
の
場
合
、
広
告
や
写
真
と

送
ら
れ
て
き
た
商
品
の
イ
メ
ー
ジ
が
違

う
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
。
ま
た
、

曳
曹∴1

調査月日：平成5年5月1日

．
　
、

1
ー
、
ー

◎

訪
問
販
売
は
法
律
で
タ
ー
リ
ン
グ
オ
フ

制
度
（
八
日
以
内
に
解
約
の
旨
を
告
げ

れ
ば
解
約
で
き
る
。
）
が
定
め
ら
れ
て
い

る
が
、
通
信
販
売
は
商
品
特
約
の
あ
る

商
品
し
か
返
品
が
効
か
な
い
と
い
う
違

い
も
あ
る
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
「
返
品

特
約
が
あ
る
か
ど
う
か
調
べ
る
こ
と
が

大
切
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
消
費
生
活
相
談
室

‘（

安値
　　　98

　　616

1，200

5，200

　　180

　　500

　　810

　　871

　　115

　　　66

4，910

高　値

　　183

　　830

2，000

8，500

　　250

　　550

　　900

1，000

　　129

　　　80

5，400

対前年同月比

十5
－62
－154
十843
十10
十4
十36
十62
十2
十1
－121

平均価格

　　　140

　　　720

1，666

6，683

　　　200

　　　537

　　876

　　950

　　　122

　　　73

5，135

　規　　　　格

幅25cm、長さ8m
綿化繊用無リン紙箱入リ
～農縮，1、型1．5kg入

小学生調髪

コー’レドショート

長袖ワイシャッ

外食並1皿
18尼店頭価額

18尼配達料込価格

1¢現金

1尼現金

10m1

品　　　目

アルミホイル

洗濯用合成洗剤

理　髪　料

　
グ

　
ン

　
ニ

　
一

　
リ

　
タ

料トン・
不マ「パ

カレーライス

灯　　　油

レギュラーガソリン

軽　　　油
ブロノてンガス

安　値

　　150

　　163

　　　70

　　194

　　194

　　348

　　198

　　185

　　307

　　　76

　　168

高　値

　　155

　　228

　　　84

　　258

　　300

　　380

　　208

　　218

　　385

　　148

　　255

対前年同月比

一5
－7
－3
－lo
－61
十25
十8
－25
－18
－17
－19

平均価格

　　　151

　　　192

　　　80

　　　238

　　241

　　365

　　201

　　　199

　　355

110

206

　規　　　　　格

並食！袋6～8枚切

薄力粉lkg
袋入り1009

上白糖1kg
上級濃ロ琵ポリ容器入リ

ポリ容器入り700g

カルトン入llソフト2259

紙容器入1）1，000GC

カルトン入り2259
400枚（200組）紙箱入1）

幅30cm、長さ20m

（単位：円）

品　　目
食　パ　ン

小　麦　粉
即席中華めん

砂　　糖
しょうゆ
サラダ油
マーガリン

牛　　 乳

バター
7イソシュペーパー

ラァプ
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⇔高山植物観察会

　中央蔵王の大自然に触れ、高山植

物の成育に関する知識を高めます。

O日時7月4日（日〉午前9時
　　　中央公民館集合（小雨決行）

o場所中央蔵王
o対象・募集人員

　市民30人（定員次第締切り）

o講師蔵王自然保護協会員

O参加費　2，000円（マイクロバス代

　　　　　ほか）

O持参するもの　弁当、水筒

○申し込み　6月4日～15日までに

　会費を添えて中央公民館にお申し

込みください。

※山歩きできる服装で参加してくだ

　さい。

⇔歌かるた教室生募集

、
‘
へ
匙
し

㌧
窒
の
樗

つにく
きしも
かよが、

なはく

　のれ

⇔旧ミリ映写機操作技術講習会

　16ミリフィルムの映写技術を習得

し、終了者には認定証が与えられま

す。

O日　時　6月10日（木）～11日（金）

　　　　　17：30～21：30

0会場白石市中央公民館

　
山
邊
赤
人

田
子
の
清
に
う
ち

出
鰻
粍
ば
礁

（
　
冒
　
　
5
　
再

富
士
の
高
嶺
に

罰
馬
ワ
つ
つ

戴　　 噸・．

　日本の古典文化「歌かるた」に参

加してみませんか。

O日時6月から毎月第2・4土
　　　　　曜日　午後1時30分一

〇場所白石市中央公民館

　　く
　　クぐ

b交くbあこ　♂　9

々苓
　　之～

O対象小・中学生、一般
O参加費　一人月500円

O申し込み　中央公民館費26－2453

　・24－5377へ電話で申し込みくだ

　さい。

口□〔平成5年度白石市中央公民館事業実施計画〔□□
事 業 名

◎一般市民対象事業

　公民館利用説明会

　16ミリ映写機操作技術講習会

　仙南子連育成会成人指導者研修会

　白石地区球技大会

　高山植物観察会

　ふるさとスポーツ祭

　蔵王清掃登山

　第65回市民体育大会

　第23回市民文化祭

新春囲碁将棋大会

第13回公民館まつり

「前夜祭、ハトミントン、文化講「

　演会、親子映画会、社交ダンス

　家庭バレーボール大会、アン
／サンブ，レ、素人カラオケ大会，

押し花講座

陶　芸教室
メンスコルフ教室

ちぎり絵教室

古文書講座
墨　絵　講　座

古典講座

期　　日

4月13日

6月10日～
　　11日
6月17日

6月20日

7月4日

7月25日

9月26日

10月10日

10月30日～

　11月3日

2月6日
2月9日～
　　13日

5月一10月

5月～11月

6月～7月

5月～3月

5月～3月

5月～3月

5月～3月

場 所

館
館
一
中
土
校
頂
．
場
館
園
館
館

　
　
タ
東
　
　
　
技

民
民
ン
　
　
　
　
競
民
　
民
民

　
　
セ
年
蔵
学
山
上

数
灘
央
中
王
讐
水
麸

　
　
田
央
　
　
　
創

中
中
角
中
中
東
蔵
白
中
碧
中
中

中央公民館
中央公民館
コルフ練習場

中央公民館
中央公民館
中央公民館
中央公民館

事 業 名

◎膏少年対象事業

　第17回こどもまつり

　わんぱく少年教室

　夏まつりこども広場

　第17回こども会ソフトボール大会

　親子映画鑑賞会

　わんぱく蔵王清掃登山

　成　　入　　式

◎婦人対象事業

　わかば学級〔母親学級）

　就学児学級

　エプロン大学

　レディースゴルフ教室

　エアロビクス講座乱昼の部〉

　エアロビクス講座（夜の部）

　料理講座
　童謡・唱歌を楽しむ集い

　婦入軽スポーツ

　レディースバトミントン講座

◎高齢者対象事業

高齢者大学
高齢者大学研究室

高齢者人材バンタ活用事業

期　　日

5月16日

5月～12月

8月13日

8月22日

9月4日

9月26日

1月15日

6月～8月

10月～12月

4月～12月

5月～6月

5月～11月

5月～11月

5月～3月

5月～3月

5月～3月

5月～3月

5月～12月

5月～11月

4月一3月

場 所

場
館
場
校
館
頂
館

広
　

広

生
民
ト
学
民
山
民

芝
公
国
ン
　
　
公
　
　
公

園
　
天
べ
　
／

公
央
者
イ
中
央
王
央

岡
　
行

益
中
歩
　
東
中
，
蔵
中

中央公民館
中央公民館
中央公民館
ゴルフ練習場

中央公民館
中央公民館
中央公民館
中央公民館
中央公民館
中央公民館

中央公民館
中央公民館
中央公民館
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移動図書館（こまくさ号）巡回日程表（毎月定期巡回）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成5年4月現在

～新着図書案内（抄）～

週

第

1

週

第

2

週

第

3

週

第

4

週

曜日

火

水

金

火

水

木

水

金

火

水

金

地区名

斎　川

福岡
福　岡

福岡

福岡

福岡

福岡
福　岡

福　岡

全地区

白　石

白　石

越　河

白　川

白　川

白　川

福岡
越　河

白　石

白　石

白　石

白　石

白　石

白　石

白　石

大平
白　石

全地区

大鷹沢

大鷹沢

越　河

越　河

白　石

白　石

白　石

駐車場名
斎川小学校
長　峰　分　校
鎌 先

三本木（大槻宅前）

深谷小学校
八　宮　分　校
長 袋

福岡小学校
三　住　分　校
配 本　※

傑　山　寺　門　前

城　南　団　地

南　中　学　校
白川第一ニュータウン

白川小学校
白川中学校
不　忘　分　校

越河小学校
アツギナイロン社宅

緑が丘県営アパート

緑が丘住　宅
緑が丘県営アパート

観音崎住宅
鷹巣蛭賀屋敷
旭町　公　園　脇

大平小学校
杉浦製作所前
配 本　※

不　　、忘 園

大鷹沢小学校
元越河郵便局前

越　河　駅　前

萩が丘児童公園前

寿山教貝住宅
寿山南公園前

時

午後3：00～午後4100

午前9：40～午前10：20

午前10：40一午前11：20

午後1：30～午後2：00

午後2：10～午後3：30

午前10：00～午前11：00

午後1：30～午後2：00

午後2：30～午後4：00

午前9：40～午前10：40

午前9：00～午前11：50

午後1：20～午後1：50

午後2：00～午後2：40

午後3：00～午後4：00

午後1：30～午後2：10

午後2：20～午後3：20

午後3：30～午後4：20

午前10：40～午前11：30

午後2：00～午後3：30

午前9：30～午前10：00

午前10：10～午前10：30

午前10140～午前11：00

午前11：10～午前11：40

午後1：30～午後2：20

午後2：40～午後3：20

午後3：30～午後4：20

午後2：30～午後3：30

午後3：40～午後4：20

午前9：00～午前11：50

午後1：50～午後2：20

午後2：30～午後3：30

午前10：20～午前10140

午前10：50～午前11：30

午後1：20一午後2：20

午後2：30～午後3：20

午後3：30～午後4120

連絡先

大槻孝

佐藤春夫

大勝吉男

電　　話

25－2704

24－8345

26－3735

25－3536

24－5877

25－3359

24－8342

28－2013

27－2103

27－2102

24－8344

28－2008

25－8445

25－3709

25－3518

25－3714

28－2261

1．　「人がいい人」は「いい人」か、ロボッ

　ト博士の人間探求　　　　　森　　政弘著

2、奢るな・嘆くな・馬鹿になれ・心安らか

に生きる人生読本　　　　　藤嶋　智晃著

3．武将に学ぶ苦境からの脱出

　　　　　　　　　　　松本幸夫著
4，ローマ・永遠の都・一千年の発堀物語

　　　　　　　クロード・モアッティ著
　　　　　　　　　　　松田　迫子訳
5，全図解職業のしくみ事典・この仕事あの

職種の実際のところはどうなっているか7

　　　　　　　　　　　荻野洋一著
6．これからの冠婚葬祭・こんなときどうす

　るの？今・心をこめてシンプルに

　　　　　　　　　パンプキン編集部編
7．作って楽しく・もらってうれしいプレゼ

　ントカード集　　　　　　かすみゆう
　　　　　　　　　　　　　　　作
　　　　　　　　　　　小出　信子
8．いのちの記念日・ある産婦人科病棟のふ

　れあいノート

　　　　「そらとぶうさぎ」編集委員会編
9．薬の飲み合わせの副作用がわかる本

　　　　　　　　　　水島　裕
　　　　　　　　　　　　　　共著
　　　　　　　　　　工藤三恵子
10．健康な食事・朝・昼・晩1，200Kcal

　からの献立集　　　　　　　辻　　勲監修

11．ごみで斬る・廃棄学と循環型社会からの

　アプローチ　　　　依田彦三郎〔ほか〕共著

12．花と実を楽しむ庭木・上手な手入れ

　　　　　　　　　　　妻鹿加年雄著
13，事故ったときのトラの巻　森　美樹監修

14．名画とあそぶ法　　　　　江國　　滋著

15．お『）がみ全書　　　　　　高木　　智著

工6．すぐに役立つ手紙の書き方林　　俊一著

17，受胎のとき・女として・母として

　　　　　　　　　　　沢田亜矢子著
18．おとなの論理　　　　　　諸井　　薫著

19．連句恋々　　　　　　　矢崎　　藍著
20，らしくない大使のお話　　中江　要介著
21、天国は待つことができる　小熊　文彦著

22．自由をわれらに　　　　　井上　光晴著

23．夜行列車　　　　　　　　森村　誠一著

24，遠く空は晴れても　　　　北方　謙三著

25，濁流　　　　　　　　　　高杉　　良著

26．おかあさん疲れたよ上・下

　　　　　　　　　　　田辺　聖子著
27．悪女天使　　　　　　　　鳥井架南子著

28．お夏清十郎　　　　　　　平岩　弓枝著

29．黄金のみちのく殺人紀行・西行伝説

　　　　　　　　　　　志茂田景樹著
30．熱く危険な国上・下
　　　　　　　　ロバート・デイリー著
　　　　　　　　　　　真野明裕訳

※自動車文庫配本所について、詳しくは市図書館へ。

図書館利用案内

　昨年度発行された児童図書の中か

ら、子どもたちに読んでほしい本300

冊を宮城県図書館から借り受け、移

動展示をするものです。お子さんと

一緒におでかけください。

O日　時　6月25日（金）～27日（日）

○場所　図書館2階文化室

o開館時間
　火～土曜日　　9時～17時
　日　　日荏　　日　　　　10日寺～16掴寺

O休館日

　6月7日（月）、14日（月）、21日

　（月）、28日（月）、30日（水）月末整

　理日

　　子どもの本
31．ころころお山にかえろだんご虫

　　　　　　　　　　力・とう6ナいこf乍

　　　　　　　　　　はまだようこ絵
32．けんたのぼうし　　　　やすいすえこ作

　　　　　　　　　　田頭よしたか絵
33．ユーカリの森に生きるふたごのコアラ

　　　　　　　　　　　井坂由美著
34．森はだれがつくったのだろう？

　　　　　ウイリアム・ジャスバソン・文
　　チャック・エッカート・絵　河合雅雄訳

35．お米のひみつ・たのしい料理と実験

　　　　　　　　　　　小竹千香子著
　　　　　　　　　　　永井泰子絵



　輝いています。今のあなた
★
　　　　　　　　　　　　　㊨

4

白石市職員を募集します 家庭介護者教室の

　　　開催について
o職種および採用予定人員

　（上級）行　　政
　（中　級）保母・教諭

　（中　級）栄養士
○受験資格

〈上級：行政〉

名
名
名

干
若
1
1

　昭和43年4月2日から昭和47年4

月1日までに生まれた者で大学卒業

以上のまたは卒業見込みの者

〈中級：保母・教諭〉

　昭和45年4月2日から昭和49年4

月1日までに生まれた者で保母資格

及び幼稚園教諭の資格を有する者ま

たは資格取得見込みの者

〈中級：栄養士〉

　昭和45年4月2日から昭和49年4

月1日までに生まれた者で栄養士の

資格を有する者または資格取得見込

みの者

o試験場所　白石市役所

○試験日時

（第一次試験）

　・試験日　平成5年8月1日（日）

　・時　間　午前10時～午後4時

　・試験種目

　く上級：行政〉

　教養試験、専門試験、論文試験

蔵王ファミリー登山
　　　　　参加者募集

　く中級：保母・教諭〉

　教養試験、論文試験

　く中級：栄養士〉

　教養試験、論文試験
（第二次試験）

・試験日　上級・中級共9月上旬

・試験種目　人物試験、身体検査、

　　　　　身上調査
○採用時期

　上級・中級共平成6年4月1日

o受験手続
　受験申し込みは市役所総務部総務

課に用意された用紙を使用し、所要

事項を記入のうえ提出してください。

○申し込み受付・時間

　6月10日（木）～7月9日（金）

　8時30分～17時（土・日は除く）

Oその他

　受験申込用紙の請求を郵便で行う

場合は、宛て先明記の返信用封筒（大

学ノートの入る大きさに、120円切手

を貼付）を同封してください。受験

手続き、その他受験に関する問い合

わせは、総務部総務課人事係魯25－

2111（内線）332へ。

白石市子ども会育成会

成人指導者研修会

○日　時　7月3日（土）午後2時

　　　　から4時

○場所中央公民館大ホール

o定員及び対象

　子ども会育成会員、PTA会員、

　教職員60人程度

○内容
　実技「ゲーム指導」

　講師：日本レタリエーション協

　　　　会1級指導員

○問い合わせ・申し込み先

　各地区育成会ごとにまとめ、6月

23日（水）までに教育委員会生涯学

習課社会教育係費25－2111（内線）

409へ。

　家庭で介護している方に多くの知

識や技術をマスターしていただき、

日常生活面での問題を多少な1）とも

解決する手だてを学んでいただく教

室です。

o日時
　1回目　7月2日（金）9二30～

　2回目　8月8日（日）10：00～

　3回目　9月5日（日）10：00～

　4回目　10月3日（日）10：00～

o場所デイサービスセンター吹

　　　　上荘
○費用1，000円（テキスト代初回

　のみ700円、食事代300円）

O定員25名（定員次第締切り）

o交通
市役所前から会場まで送迎します。

o申し込み・問い合わせ先

福祉事務所費25－2111（内線）155、

またはデイサービスセンター吹上荘

智24－5500へ。

　高山植物の蔵王に家族でチャレン

ジしてみませんか。

○日時6月20日（日）小雨決行

o対象小学生高学年以上の子供

　　　　とその家族

O定員46入（定員次第締め切り）

oコース　刈田峠一不忘山一白石ス

　　　　キー場
O参加費　一人1，000円

o問い合わせ・申し込み先

　6月11日までに参加費を添えて、

教育委員会生涯学習課体育係費25－

2111（内線）412へ。

家庭バレーボール審判

　　　　　　　講習会

○日　時　6月6日（日）午前9時

　　　　～12時
○場　所　白石勤労者体育センター

o対象者　審判員、愛好者（審判資

　　　　格のない方も大歓迎）

※当日直接会場においでください。

oその他　運動のできる服装で、上

　　　　靴をご持参ください。

O問い合わせ先　大浦台25－9223

平成5年度
　バドミントン教室

○日時

所
費
催

場
会
主
O
O
O

6月～6年3月までの毎

週木曜日午後7時から9時

大平小学校体育館

月額1，000円

白石大平バドミントンク

ラブ

O申し込み　佐久間費25－6802まで

L型き叢瀧会

0日　時　6月27日（日）午後1時

　　　　から5時

o場所白石勤労者体育センター

o会　費　受講料は無料ですが、登

録料等5，000円がかか1）ます。

o持参するもの　筆記用具

o問い合わせ・申し込み先

　6月18日までに教育委貝会生涯学

習課体育係台25－2111（内線）412へ。

「つくし広場」特別講座

　会員募集
　5月号の広報しろいしで「つくし

広場」の開設についてお知らせしま

したが、6月から毎月1回ずつ特別

講座を開きます。お気軽にご参加く

ださい。

①親子で遊ぼう会（親子対象）

O日　時　毎月1回第2火曜日

　　　　初回6月15日

o場所白石市中央公民館
o内　容　親子体操・人形劇など

o受講料無料
②手作りの会（一般大人対象）

○日時毎月1回第4火曜日
　　　　初回6月22日

O場所白石市中央公民館
o内　容　デコパージュ、調理実習

　　　　史跡めぐりなど

o受講料　無料（材料費などは各自

　　　　負担）

O申込締切日　6月10日（金）まで

o申し込み・問い合わせ先

　教育委員会生涯学習課社会教育係

盈25－2111（内線）409～410または

中央公民館台26－2453へ。

さとう宗幸コンサート

　　　　　o日時
　　　　　　6月12日（土）

　　　　　　午後6：00開場
　　　　　　午後6：30開演

○場所白石市中央公民館
○入場料

大人2，000円（当日2，300円）

小人（小・中学生）

　　1，000円（当日1，300円）

放送大学平成5年度第2学期生募集

○募集学生

選科履修生：1年ごとに入学を更

　新して学習する学生です。

科目履修生：’6か月ごとに入学を

　更新して学習する学生です。

o学習の方法

　登録した科目を「宮城ビデオ学

習センター」へ通学し、視聴表に

基づいて、ビデオテープ及びオー

ディオテープを利用して指定され

た視聴学：習室で学習します。

○入学資格　18歳以上であれば、ど

なたでも入学できます。

o入学料

選科履修生5，000円

科目履修生3，000円

o授業料　選科履修生、科目履修生

　とも1科目8，000円

o問い合わせ先

宮城ビデオ学習センター盈022－

224－0651へ。

　昨年11月に東北で初めて仙台市に

オーストラリア領事館が開設された

のを機に、領事を招いての研修やオ

ーストラリア人を採用するなど、交

流を深めてきております。

　そこで、より多くの方にオースト

ラリアを知っていただくためにフェ

アを開催します。ぜひおでかけくだ

さい。

O日時7月4日（日）～8月24日
　　　（火）までの49日間

　　　午前10時から午後7時
o場所　スパッシュランドしろいし

o内容
・物産展…3階ラウンジ

　Tシャツ、トレーナー、ぬいぐる

　み、おもちゃ、スカーフ、ハンカ

　チなどの販売

・写真展…1階岩風呂前

・オーストラリア生け花教室・展示

・オーストラリア牛肉を楽しもう

　レストランにて

・ミニ講座「広々ゆったりオースト

　ラリア』

★各種教室開催中

　各種教室（アクアビクス、水泳、

トレーニング、エアロビクス）を実

施してお1）ます。お問い合わせはス

ノぐッシュランドしろいしまで。

★市民会員証の更新手続ぎについて

　おかげさまでスパッシュランドし

ろいしは、オープン以来1年が経過

いたしました。

　お客さまの会員証の有効期間の切

れる1か月前に、個人に通知いたし

ます。

ぜひ更新手続きをされて、引き続

きご利用いただきますようお願いい

たします。

　更新手続ぎの方法には、次の

　2つがあります。

①お送りした振込用紙に必要事項を

　記入（特に裏面の家族欄の変更の

　ある方は、正確にお書きください）

　し、年会費5，150円を、七十七銀

　行または郵便局に振り込んでくだ

　さい。

②スパッシュランドしろいしの窓口

　にある用紙に必要事項を記入し、

　年会費5，150円と合わせてお申し

　込みください。

※古い会員証は期限が切れた時点で、

ハサミを入れるなどして処理するか、

窓口に返却してください。

・＝’　1鼎6月10日・23日

※皇太子御成婚祝日の6月9日は、休まず営業いたします。



　θ

休日当番医
6月6日
内科　水野クリニック　費25－2736

外科刈田病院智25－2145
歯科真壁歯科医院盈32－3122

6月9日
内科　刈　田　病　院　智25－2145

外科刈田病院費25－2145
歯科中央歯科医院智24－5554

6月13日

内科柿崎医院智25－2210
外科銭谷医院智25－2010
歯科村上歯科医院智33－4125

6月20日

内科亘理医院盈25－8501
外科刈田病院盈25－2145
歯科　亘理歯科医院智26－2563

6月27日

内科大沼医院智25－2508
外科宮城医院豊25－2062
歯科　三沢歯科クリニック智25－6483

7月4日
内科　三浦タリニ・ソタ　暦25－2736

外科刈田病院智25－2145
歯科　水野歯科医院　智26－2401

※都合によと）変更になる場合もありま

す。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

市内の交通事故14／1日諜ll）

　事故発生件数　41件（259件）

　死亡者数　1名（　2名）

　負傷者数　　5名（47名）

　物損件数35件（216件）
平成5年交通安全全国年間スローガン

あぶないよ

　カーブでタイヤが泣く速度

■人口42，360（前年比）＋21　■世帯数

豊2α749奪21・611書1a279 ※住民基本台帳から

4月30日現在

「歯

　の健康教室」白石市大会

厚生省は「80歳になっても自分の

歯を20本保つ」ことを呼びかけてい

ます。これが「8020（ハチマル・ニ

イマル）運動」です。今回は8020を

目指し、　「歯が大事！食べる楽しみ

いつまでも」をテーマに開催します。

0日　時　6月11日（金）午後2時

o場所白石市中央公民館
○内容

・講演

　「歯と歯ぐきの健康：8020をめ

　ざして」
　「義歯（入れ歯）」を上手に使う

　ためには」
・歯科健診、ブラッシング指導

・義歯の相談、歯科相談

・チビッココーナー（人形劇、ア

　ニメビデオ上映）

・パネル展示

○入場料無料
o主催白石市、白石市歯科医師

　　会
梅雨時はがけ崩れのシ＿ズン

（土砂災害防止月間6月1日～30日）

日本列島は、もろい地質に覆われ

た火山国で、国土の70パーセント以

鹿児島市で起きたがけ崩れ（昭和61年7月）

武家屋敷で見る

　　身近な薬草展

O日時6月4日（金）～6日（日）

　　午前9時～午後5時
o場所片倉家中武家屋敷「旧小

　　関家」　（西益岡町〉

o内容
・展示　6月4日（金）～6日（日）

　　午前9時～午後5時
・講話　6月6日（日）午後1時

　　30分～午後2時30分
　テーマ「白石の身近な薬草」

　講師　白石市文化財保護委員

　　　佐々木　敏雄先生

上が山地や丘陵地で占められていま

す。このため、梅雨時や台風シーズ

ンになるとがけ崩れ、土石流、地す

べりによる災害が発生します。日頃

から次のようなことに注意しましょ

つo

地震のときや80ミリメートル以上

の長雨、1時聞に20ミリメートルを

超す大雨のときは、特に注意すると

ともに、がけの回りを日頃から点検

し、避難先を決めておきましょう。

i班一』
柵・料父通事故相談を

　　こ利用ください

㈹日本損害保険協会では、　「自動

車保険請求相談センター」を設置し、

自動車事故による保険の請求にっい

て、無料で相談に応じています。交

通事故でお困『）の方はお気軽にご利

用ください。

O相談直通電話　022－223－9222

0相談日　平日の午前9時～午後4

　　時40分まで
O弁護±相談日　毎週水曜日午後1

　　時～4時まで

6月から刈田病院は、
毎月第2・第4土曜日が休みになります。（ただし、急患は受付します）

今月の土曜休診日は、12日・26日です
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○日　時　6月6日（日）　小雨決行

午前9時受付開始、10時植林

o場所　国立南蔵王青少年野営場

o参加費無料
小学生は父母同伴でご参加くださ

いo

O持参するもの

雨具、軍手、スコップ（ある方）

保険料100円

O主催蔵王のブナと水を守る会

　　グリーンレンジャー
○連絡先　昼間　24－5579　秦

　　夜間　25－9575　仲村

寄附鍍求にこ注意を／

白石警察署より一

5月に入1）、市内を中心に「全国

の身体障害者に車イスを贈るため」

と称して、若い男数人が老人宅を訪

れ、寄付を要求しています。

もしこの種の寄付要求があればき

っぱりと断り、しつこく要求された

ときは、白石警察署費25－2138に連

絡してください。
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1口座振替の軽自動車税納税証明書1
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き　　　　　　　　　　　　　　　　レ
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で　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
1限です．！　　　　1考　　　　　　　　　　　　　　レ■　　　　　　　　　　　　　　　　垂
で　　　　　　　　　　　　　　　　き
i　市税の納入にはぜひ口座振替をご1
き　　　　　　　　　　　　　　　　レ
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弟57回河北美術展
仙南展

紬

O会期　6月2日（水）～6日（日）

○会場　白石市中央公民館大ホール

○主催　白石市、白石市教育委員会、

　　角田市教育委員会、大河原

　　町教育委員会、河北新報社、

　　河北文化事業団
o展示点数　日本画、洋　画、彫刻

　　　100余点
○入場料　一般・大学生

　　　400円（割引300円）

　　小・中・高校生
　　　200円（割引150円）
※割引券は教育委貝会にあ1）ます。

自ヨ三太子徳仁親王の結婚

の儀による休業について

来る6月9日（水）は皇太子徳仁

親王の結婚の儀により、　「国民の祝

日」と定められました。

つきましては、大変ご迷惑をおか

けいたしますが、市の機関、白石衛

生センター第1・第2事業所とも休

日とな1）、業務は行いませんので、

ご理解とご協力をお願いいたします。

白石市
仙南地域広域行政事務組合

（白石衛生センター第1・第2事

　業所〉
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　　［募集要項1
対象／仙南広域圏在住の
　　小学4年生男子・女子
募集人数／約20名
募集締切／平成5年6月30日
選出方法／オーディションにょり

　　ます。
　　オーディションは7月
　　中に実施。結果は7月
　　末、保護者に通知。オ
　　ーディションの場所と
　　内容は応募者に事前に
　　通知します。
応募方法／住所、氏名、生年月日、

　　学校名を明記、保護者
　　の署名・捺印のうえハ
　　ガキで郵送。
費　　用／オーディションや養成

　　費用無料。交通費は自
　　己負担。

　　　⑨
●活動内容その他について詳しく

は下記の仙南地域広域行政事務組
合企画調整課までお問い合わせく
ださい。

応募先およびお問い合わせ先

仙南地域広域行政事務組合企画調整課
〒9日9－12柴田郡大河原町字新青川1－1

盈0224－52・2628
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　　ん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　■，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　冒．脚

　　　　ザの　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　・

　　　　瀞
高い天井には大型クレーンが取

職入は巧みにタレーンを操り・大，・毅、一曽r一響

木を移動する。　　　　　　　　　　駈』　．’≧．．。1一・、、、季

一角では、ベテランの職人が鋭

いノミでホゾを切っていた。ふと　　　　一　　　　㌦・一一

職人の手を見ると、右手に軍手をはめている。木に直接手を触れ

ると木肌が汚れ、後まで残るからだという。そこまで神経をとが

らせて、木を扱っているとは驚きだ。

　まだ製材していない大木が屋外に置いてあった。「どうです。

いい木でしょう」と滝棟梁が誇らしげに言う。根っから木が好き

なのである。しかし今、城や大手門に使う大木を確保するのに、

大変苦労する。国内産の檜はまず手に入らない。台湾、マニラか

らの外材檜が主流だが、年々質が落ちているという。「もし白石

城の復元計画が数年でも遅れていたら、はたして実現にこぎつけ

られたか疑問だ」と棟梁は分析する。

　白石城三階櫓に使われる木材は、職人の確かな技術に支えられ

ながら、益岡公園にそびえ立つ日を心待ちにしている。

oープー・≡．＝

市　　長

人権擁護

行　　政

生　　活

税　　務

社会保険

消費生活

補聴器巡回

サービス

無料法律

障害者

年少青

15

15

15

15

7・25

15

15

毎週月・水・金

リオン
11・23

ニホン
25

15

9

　毎週
月・火・木・金

10：00～12＝00

10：00～15：00

10：00～15：00

10＝00～15：00

10：00～12：00

10：00～15：00

9：30～15：00

10：00～15：00

13＝00～14：QO

10：30～11：30

10：00～15：00

10：00～15：00

市民室　㊧1

第2会議室　⑳2

第2会議室　⑳2

第2会議室　㊧2

福祉事務所内相談室

　　　　　⑳1

第2会議室　⑫2

第3会議室　⑳3
健康センター1階
生活環境課

福祉事務所　㊧1

第4会議室　⑯4

第3会議室　⑳3
電話相談、手話での相談もできます。君25－2111内線351

9：00～17：00 青少年相談センター

　　　　＠4


